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佐倉市、四街道市、酒々井町葬祭組合監査委員 



令和７年度 定期監査報告書 

 

 

１ 監査実施日  令和７年１１月２８日（金） 

 

２ 監査の場所  佐倉市、四街道市、酒々井町葬祭組合 会議室  

      

３ 監査の対象  佐倉市、四街道市、酒々井町葬祭組合の事務事 

         業全般（令和７年度上半期：４月～９月） 

 

４ 監査の主眼及び方法 

  監査を実施するに当たっては、地方自治法第１９９条第１項の財務

に関する事務、同条第２項の一般行政事務の執行が同法第２条第１４

項（地方公共団体は、その事務を処理するに当つては、住民の福祉の

増進に努めるとともに、最少の経費で最大の効果を挙げるようにしな

ければならない。）及び第１５項（地方公共団体は、常にその組織及

び運営の合理化に努めるとともに、他の地方公共団体に協力を求めて

その規模の適正化を図らなければならない。）の規定の本旨に沿って

なされているかどうかについて、佐倉市、四街道市、酒々井町葬祭組

合監査基準に準拠し、試査による照合・質問・分析等、通常実施すべ

き手続きを選択し適用しました。 

 

  監査項目及び着眼点は以下のとおりです。 

 (1) 予算執行が、適正かつ計画的、効率的に行われているか。  

 (2) 事務事業の執行及び管理運営が、適正かつ合理的、効率的に行わ

れているか。  

 (3) 工事及び委託事業等の契約事務が、随意契約も含め適正かつ効率

的に執行されているか。  

 (4) 各種の帳簿、証拠書類は整備され、記載内容に整合性はあるか。  

 (5) 現金取扱い事務が適正に行われているか。  



５ 監査の結果 

 令和７年度上半期の予算執行及び事務処理状況等について、監査を

執行した結果、良好に処理されているものと認めました。 

職員の採用については、創意工夫をして募集等を行い、安定し

た業務運営ができるよう適切な職員数の確保に努めてください。 

また、引き続き施設の利便性や利用率の向上を図るため、住民

のニーズに対応した施策等の検討に取り組んでください。 

 


